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 いわた 
文化財だより 第 214 号 

磐田市教育委員会教育部文化財課 令和 5年 1月４日発行

成・公表を目的とし、令和元年度から継続して整理作業をおこなってい

ます。その作業の一部を紹介します。 
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ただいま整理作業中！ 甑塚古墳③ 
こしきづか 

第 184号 

 今回の特集は、文化財だより第 184号と 200号で紹介した甑塚古墳（岩

井）の整理作業の第３弾です。全国的に見ても重要な甑塚古墳の報告書の完

成・公表を 

第 200号 
甑塚古墳とは 

甑塚古墳がある場所とその周囲は民

有地です。見学はご遠慮ください。 

埴輪の実測図の作成 

今年度、埴輪 65 点について、専門機

関に委託して実測図を作成しています。

大きさや形だけでなく、作り方を観察し

ながら手書きの図を作成します。表面や

内面の様子、断面で粘土の積み方がわか

るものは、その様子も描き入れます。高

さが１ｍ近いものもあり、１個体の図化

に１週間位かかる場合もあります。手書

き図の校正が終わると図の浄書（トレー

ス）を行い、報告書に使う図ができます。 

  

 

円筒埴輪とその実測図（トレースしたもの） 

甑塚古墳の石室と石棺（昭和 34年） 

 

以上のことから、当時の静岡県西部で最も有力な首長
しゅちょう

の墓

と考えられます。 

 

 

①６世紀初め頃、県内で最も早く横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

（※1）が設けられ

た直径約 26ｍの円墳で、市内で唯一石棺
せっかん

が見つかっている。 

②石
せき

室内
しつない

と墳
ふん

丘
きゅう

から、須恵器
す え き

という硬
かた

い土器や土師器
は じ き

という

素焼
す や

きの土器が多量に出土していて、その形もバラエティ

ーに富む。 

③古墳の上から円筒
えんとう

埴輪
は に わ

の列や埴輪
は に わ

棺
かん

（円筒埴輪を棺
ひつぎ

に転用

したもの）が出土したほか、石室内からも 60点以上の埴輪

が出土している。石室内から多数の埴輪が出土した例は全

国的にも非常に珍しい。 

④石室内から甲冑
かっちゅう

や武器・馬具
ば ぐ

（※2）など、多量の金属製品が

出土している。鉄製の馬具などの一部は、金銅装（鉄製の本

体に銅が貼られ、金メッキが施されている）。 

 

0 10㎝ 

（※１）横から穴を掘って造る石室 （※２）馬につける器具 
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小札の実測作業 小札の実測図（方眼紙に鉛筆で描いたもの） 

 甑塚古墳からは約 1,500 点の金属製品が出土していま

す。その半分は、小札という鉄製の甲
よろい

の部品です。長さ５

～６㎝、幅２㎝、厚さ 1.5 ミリほどのものが多いですが、

中には長さ約 15 ㎝で湾曲
わんきょく

した形の「腰札
こしざね

」とよばれる形

のものもあります。また、数枚が重なり、甲として使われ

たときの様子がわかるものもあります。 

 現在これらのうち、全体の半分以上が残っている 300 点

あまりについて、専門家の指導を受けながら実測作業をお

こなっています。実測は、１点ずつ表面と裏面の平面図、

縦と横の断面図を作成します。小札には紐を通した孔
あな

があ

いているため、保存処理段階で撮影したレントゲン写真を

見ながら、孔の位置や大きさを図化していきます。 

小札
こ ざ ね

の実測作業 

金属製品の保存処理 
 

出土した金属製品は錆
さび

を取り除いたり、劣化が進ま

ないように専門機関に委託して化学的な処理を施しま

す。処理にあたっては、事前にＸ線写真を撮影して遺

物の状況を把握し、その後に錆をとるクリーニングを

行います。作業にあたっては、遺物自体を壊さないよ

うに、顕微鏡で見ながら慎重におこないます。 

クリーニングが終わると、錆の発生を抑えるために

薬剤に浸けたり、樹脂で金属製品自体を強化します。

その後、破片を接合したり欠損部分を補填する作業を

おこないます。 

写真提供：静岡文化財研究所 
クリーニング作業の様子 

薬剤に浸けた状態の小札 
写真提供：静岡文化財研究所 

古墳時代（後期）の甲のイメージ 

図提供:（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 

腰札 

小札 

来年度も、引き続き金属製品の保存処理や実測などを予定しています。

文化財だよりなどでお伝えしますのでお楽しみ！ 文化財課イメージキャラクター ともちゃん 
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歴史文書館企画展・歴史学習会開催情報 

問合せ先 磐田市歴史文書館 TEL0538-66-9112 

 

特別公開日には、磐田市指定文化財に指定された「成瀬家文書」のうち、「伝馬
て ん ま

朱印

状」「徳川奉行衆
ぶぎょうしゅう

連署
れんしょ

状」など、家康が定めた宿駅制度に関わる文書を公開します。 

中泉御殿について、歴史資料やこれまでの発掘調査成果からわかりやすく解説して

いただきます。 

開催日：令和５年３月５日（日） 

開催時間：午後１時 30分から午後３時まで（午後１時開場）入場無料 

開催場所：磐田市竜洋支所２階会議室 

申込み：１月 18日（水）～２月 13日（月） 

    電子申請にて（右二次元バーコードをご利用ください） 

定員：60名（申込み多数の場合抽選） 

講師：加藤理文
まさふみ

氏（公益財団法人日本城郭協会理事） 

その他：当日は１日開館しています。 

歴史学習会「中泉御殿と徳川家康」 

『中泉御殿にて 家康、泰平の世づくりを練る 
～徳川家康と磐田～      』 

歴史文書館イメージキャラクター 
文字朗（もんじろう） 

当日は市指定文化財の 

原本もご覧いただけます 

＜歴史文書館＞ 

＜中央図書館＞ 
期間：令和５年３月 29日（水）～４月９日（日） 

開館時間：９時～18時（土日は 17時まで）入場無料 

休館日：月曜日休館 

会場：磐田市立中央図書館展示室 

企画展みどころ 
（だより第 213号） 

今回の企画展は、NHK大河ドラマ「どうする家康」の放映に合わせ、中泉にあった徳

川家康ゆかりの「御殿」がテーマです。「中泉御殿」の実態を、歴史資料や発掘調査の

成果から明らかにしていきます。 

期間：令和５年１月 16日（月）～３月 10日（金） 

   市指定文化財特別公開日 ２月 11日（土）、23日（木・祝）、３月５日（日） 

開館時間：８時 30分～17時（入館は 16時 30分まで）入場無料 

休館日：土曜日・日曜日・祝日（２月 11日（土）、23日（木・祝）、３月５日（日）は開館）

会場：磐田市歴史文書館展示室ほか（磐田市竜洋支所内） 

徳川家康をテーマにした歴史文書館企画展と、歴史学習会を開催しま

す。また、期間中には、昨年新たに磐田市指定文化財に加わった「成瀬家

文書」の特別公開日もあります。ぜひ、ご来場ください。 

（企画展のみどころは右の二次元バーコードからご覧いただけます。） 

歴史学習会申込み 
二次元バーコード 

第 26回企画展 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1503553656/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2hpc3RvcnktbGFuZC5jb20vd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTYvMDYvMS1lMTQ2NTM0NDQzMzY3My5qcGc-/RS=%5eADB_1gcdFF619imrzO0p6HORxBqiPM-;_ylt=A2RinFT3Fp1Z4HQAkyeU3uV7
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あけましておめでとうございます。いよい

よ、待ちに待った大河ドラマがはじまりま

す！どのように徳川家康が描かれるのか、

磐田は舞台になるのか？楽しみです。 

発行：磐田市教育委員会事務局教育部 
文化財課(磐田市埋蔵文化財センター) 
住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：0538-32-9699  
◆WEB 版は市 HP から閲覧できます。磐田 文化財だより 検索 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 
 集 
 後 
 記 

コラム 
職員リレー 伝酒井の太鼓の新発見 

 

神谷 英雄 

文化財防火デーにともない 

 旧見付学校で消防訓練をおこないます 

●日時 令和 5年 1月 29日（日） 

9時 00分～11時 30分（交通規制時間） 

※訓練時間 10時～11時 

●場所 旧見付学校（磐田市見付 2452） 

●交通規制 旧見付学校南側駐車場と周辺道路 

（右地図赤線道路部分） 

 ※交通規制中の来館は見付駐車場をご利用ください 

●問合せ 旧見付学校 TEL:0538-32-4511 

 

前回（令和 2年度）消防訓練の様子 

1月 26日の文化財防火デーにともない、旧見付学校

にて消防署と合同の消防訓練を実施します。 

つきましては、近隣の皆様、来館者の皆様には交通規

制などご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をよろ

しくお願いします。 

 

  

徳川四天王の一人、酒井忠次が三方ヶ原の戦いの折に家康の窮地を救ったと伝えられ

る太鼓で、縁あって現在は旧見付学校に展示されています。 

昨年、山形県鶴岡市にある致道
ち ど う

博物館で「酒井忠次」展が開催され、展示品として貸

し出しをしました。そのご縁で学芸員の方から山形で発見された、以下の新たな史実を

教えていただきました。 

嘉永 2 年（1849）に酒井家 11 代・忠発
ただあき

が将軍の名代として京都へ上洛する際、お供

した庄内藩士が浜松に来た時の道中記に「家康公が浜松城に在城の頃、酒井忠次公が太

鼓を打ったことが思い出された。今も太鼓は残っているようだ。」と太鼓のことが記さ

れていました。 

太鼓の伝承の真偽についてはわかりませんが、これによ

り江戸時代末には酒井家の藩士の間で酒井の太鼓の話が伝

わっていたこと、また太鼓が浜松城にあったことが分かり

ました。 

今年の大河ドラマは「どうする家康」です。家康公にゆ

かりのある酒井の太鼓に色々なご縁というものを感じた出

来事でした。 
市指定文化財「伝酒井の太鼓」 


